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手を取りあって
　　共に歩んだ50年

　

結
婚
50
年
目
を
迎
え
た
夫
婦

を
祝
福
す
る
第
57
回
熊
日
金
婚

夫
婦
表
彰
式
が
９
月
４
日（
金
）

に
管
理
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　

町
内
で
今
年
金
婚
を
迎
え
た

の
は
、
昭
和
40
（
１
９
６
５
）

年
に
結
婚
し
た
９
組
の
夫
婦
。

主
催
の
熊
本
日
日
新
聞
社
と
町

か
ら
表
彰
状
や
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

行
政
区･

五
十
音
順　

年
齢
は
９
月
１
日
現
在

岩
下　

利
雄（
80
）　

竹
の
熊

　
　

ト
ク
子（
77
）

髙
野　

久
義（
80
）　

杉
田
中

　
　

ヨ
シ
子（
76
）

後
藤　

榮
喜（
73
）　

杉
田
上

　
　
　

初
子（
71
）　

進　
　

政
美（
78
）　

杉
田
上

　
　

カ
ズ
子（
72
）

穴
井　

昭
吾（
74
）　

黒
原

　
　

ケ
サ
エ（
71
）

河
津　

運
武（
73
）　

中
湯
田

　
　

テ
ル
子（
71
）

児
玉　

矩
忠（
75
）　

志
津
中

　
　

カ
ト
リ（
71
）

北
里　

雅
敬（
73
）　

白
川

　
　

ヤ
ス
子（
72
）

村
野　

正
德（
76
）　

黒
川

　
　

ス
ワ
子（
72
）

金
婚
夫
婦

昭和 40 年の出来事
・三愛観光瀬の本バスセンターおよび
レストハウスが完成

・プロ野球ドラフト制が始まる
・日本初のカラーテレビアニメ「ジャ
ングル大帝」放送開始　など

流行歌
・君といつまでも／加山　雄三
・帰ろうかな／北島三郎　など

表彰状を受け取る
進政美さん・カズ子さん夫婦
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地域おこし協力隊です !!
　10 月１日より「地域おこし協力隊」として南小国町役場のまちづくり課で勤務を

しております、山崎 健人と申します。私は以前神戸に住んでいたのですが、５年前

に熊本へ一人旅をした時、おいしいご飯や遠くまで何も遮るもののない風景、自然

を楽しむことのできる環境、そしてたくさん声を掛けてくださる温かい皆さんに魅了

されました。それ以来、毎年２回は熊本を訪れるようになり、いつかは熊本に移住し

たいと思っていました。その夢が私自身思っているよりも早く叶い、新しい生活への

不安よりもわくわくした気持ちで毎日を過ごしています。今はまだ自宅の掃除・片付

けとホームセンターなどを往復する日々ですが、生活が落ち着いたら南小国町を満

喫したいと思っていますので、是非おすすめの場所などを教えてください。

　そして、先代の協力隊の人が大きな功績を残されたと聞いているので、私自身も「こ

の地に住んで何か大きな事を成し遂げよう！」とは、まだ口にしませんが、まずは「こ

の人がおると良い感じやなぁ」、と思われるように努めていきたいです。これから皆

さんのお力、ご助言を頂きながら何かの役に立たせて下さい。

　最後に、私山崎は体が大きく非常に目立つので、見掛けた時は声を掛けてくださ

ると大変嬉しく思います。それでは皆さん、どうぞよろしくお願い申し上げます。お

読み頂きありがとうございました。

南小国町　地域おこし協力隊

　　　　　山
やまさき

崎　健
け ん と

人
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季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
　
　
　

予
防
接
種
が
始
ま
り
ま
す
！

　

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

は
、
主
に
個
人
の
予
防
目
的
の
も
の
で

あ
り
、
義
務
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
接
種

す
る
こ
と
で
重
症
化
を
防
ぐ
効
果
は
期

待
で
き
ま
す
が
、
接
種
し
た
か
ら
と

い
っ
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら
な

い
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行

時
に
限
ら
ず
、
外
出
し
て
帰
っ
て
き
た

時
や
食
事
の
前
な
ど
、
日
頃
か
ら
こ
ま

め
な
手
洗
い
・
う
が
い
を
心
掛
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
今
年
か
ら
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
が
３
価
ワ
ク
チ
ン
か
ら
４
価

ワ
ク
チ
ン
へ
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　

変
更
と
同
時
に
、
１
人
あ
た
り
の
ワ

ク
チ
ン
金
額
が
値
上
が
り
と
な
っ
た
た

め
、
個
人
負
担
金
の
増
額
に
つ
き
ま
し

て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

◆
小
国
郷
内
の
委
託
医
療
機
関

・
蓮
田
医
院　

・
小
国
公
立
病
院

・
お
ぐ
に
整
形
外
科

・
お
お
む
ら
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

※
接
種
を
希
望
さ
れ
る
医
療
機
関
に
事

前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

◆
個
人
負
担
金

１
～
64
歳
：
１
２
０
０
円

65
歳
以
上
：　

７
０
０
円

※
接
種
当
日
の
年
齢
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。

◆
65
歳
以
上
の
人
で
、
小
国
郷
内
の
委

託
医
療
機
関
以
外
で
接
種
す
る
場
合

　

事
前
に
依
頼
状
お
よ
び
予
診
票
を
町

か
ら
発
行
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
接

種
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
は
、
保
健
師

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
65
歳
未
満
の
人
で
小
国
郷
内
の
委
託

医
療
機
関
以
外
で
接
種
す
る
場
合

　

償
還
払
い
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
予
防
接
種
後
に
印
鑑
と
領

収
書
を
持
っ
て
、
町
民
課
へ
お
越
し
下

さ
い
。

◆
注
意
点

①
他
の
予
防
接
種
を
さ
れ
る
場
合
は
、

接
種
間
隔
が
重
複
し
な
い
よ
う
に
、
予

診
票
へ
の
記
入
を
徹
底
し
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
16
歳
以
下
の
お
子
さ
ん
は
、
母

子
健
康
手
帳
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

②
受
付
時
間
や
接
種
日
程
な
ど
に
つ
い

て
は
、
各
医
療
機
関
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
の
で
、
指
定
さ
れ
た
時
間
内
で
の

受
付
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
９
月
の
広
報
と
一
緒
に

配
布
し
ま
し
た
「
平
成
27
年
度
季
節
性

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
つ
い

て
」
の
チ
ラ
シ
ま
た
は
文
字
放
送
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

住
民
健
康
診
査
の
実
施
日
に
つ
い
て

　

８
月
に
申
し
込
み
を
行
っ
て
い
た
だ

い
た
、
秋
の
住
民
健
康
診
査
の
日
時
な

ど
が
決
ま
り
ま
し
た
。

◆
日
時
　
10
月
25
日（
日
）
午
前
中

※
受
付
時
間
に
つ
い
て
は
、
行
政
区
ご

と
に
３
つ
に
振
り
分
け
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
決
め
ら
れ
た
時
間
で
の
受
付

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
注
意
点

①
10
月
中
旬
頃
に
、
受
付
時
間
や
問
診

票
な
ど
の
案
内
を
個
別
に
行
い
ま
す
。

　

案
内
が
届
い
た
ら
ま
ず
、
封
筒
や
問

診
票
な
ど
す
べ
て
に
目
を
通
し
て
い
た

だ
き
、
検
査
用
品
が
入
っ
て
い
る
か
、

受
付
時
間
は
何
時
か
な
ど
の
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

②
都
合
に
よ
り
決
め
ら
れ
た
受
付
時
間

で
の
受
診
が
困
難
な
場
合
は
、
事
前
に

総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
て

受
付
時
間
の
変
更
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

　

住
民
健
診
は
、
各
種
の
検
査
で
皆
さ

ん
の
健
康
状
態
を
診
る
大
切
な
機
会
で

す
。
病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に

役
立
て
る
た
め
、
健
診
の
機
会
を
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

寒
い
日
が
続
き
、
体
調
管
理
が
一
層

大
切
に
な
る
こ
れ
か
ら
の
季
節
。
早
い

う
ち
か
ら
手
洗
い
・
う
が
い
や
マ
ス
ク

の
着
用
な
ど
を
行
い
、
風
邪
や
季
節
性

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
予
防
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

保
健
師
だ
よ
り

問い合わせ
町民課
保健衛生係
☎ 42-1113
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○
地
籍
調
査
員
の
現
地
測
量

　

現
在
、
南
小
国
町
の
矢
ヶ
部
地
区
周

辺
に
お
い
て
、
町
よ
り
委
託
を
受
け
た

専
門
の
測
量
業
者
が
土
地
の
広
さ
や
境

な
ど
の
測
量
を
し
て
い
ま
す
。
事
前
に

了
承
を
得
て
山
の
中
や
田
畑
、
道
路
な

ど
を
巡
回
測
量
し
て
お
り
ま
す
。
地
籍

調
査
の
重
要
な
作
業
と
な
り
ま
す
の
で

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

ま
た
、
起
点
と
な
る
目
印
の
杭
な
ど

が
あ
り
ま
す
の
で
、
抜
か
ず
に
そ
の
ま

ま
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
不
明
な

点
は
役
場
税
務
課
の
地
籍
係
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
『
住
民
税
の
し
お
り
』
と
『
固
定
資

産
税
の
し
お
り
』
に
つ
い
て

「
住
民
税
と
所
得
税
は
何
が
違
う
の
？
」

「
固
定
資
産
税
の
税
率
は
？
」

　

な
ど
の
疑
問
に
ま
つ
わ
る
情
報
が

載
っ
た
冊
子
を
税
務
課
窓
口
で
配
布
し

て
お
り
ま
す
の
で
ご
自
由
に
お
取
り
く

だ
さ
い
。

阿
蘇
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
問
い
合
わ
せ

　
阿
蘇
税
務
署
　
※
自
動
音
声
案
内

☎（
２
２
）０
５
５
１

○
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ

ク
ル
（
３
Ｒ
）
推
進
月
間

　

毎
年
10
月
は「
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー

ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
（
３
Ｒ
）
推
進
月
間
」

で
す
。

　

地
球
環
境
を
守
る
た
め
、
有
用
な
廃

棄
物
（
循
環
資
源
）
の
利
用
と
処
分
に

当
た
っ
て
は
、
リ
デ
ュ
ー
ス
（
発
生
抑

制
）・
リ
ユ
ー
ス
（
再
使
用
）・
リ
サ
イ

ク
ル
（
再
生
利
用
）
の
順
に
取
り
組
む

こ
と
が
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
国
民
生
活
と
深
い
か
か
わ

り
を
も
つ
酒
類
に
つ
い
て
も
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
施
策
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

《
代
表
例
》

　

ス
チ
ー
ル
缶
お
よ
び
ア
ル
ミ
缶
は
、

い
ず
れ
も
溶
か
し
て
再
び
ス
チ
ー
ル
、

ア
ル
ミ
と
し
て
再
生
さ
れ
ま
す
。

　

特
に
、
ア
ル
ミ
缶
か
ら
ア
ル
ミ
地
金

を
作
る
場
合
に
は
、
天
然
資
源
か
ら
新

地
金
を
作
る
場
合
よ
り
も
使
用
電
気
量

が
は
る
か
に
少
な
く
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

効
果
に
優
れ
て
い
ま
す
。

■
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法
お
よ

び
地
方
税
法
上
、
健
康
保
険
や
厚
生
年

金
な
ど
の
社
会
保
険
料
を
納
め
た
場
合

と
同
様
に
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て

そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、

税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
平
成
27
年

1
月
か
ら
12
月
ま
で
に
納
め
ら
れ
た
保

険
料
の
全
額
で
す
。
過
去
の
年
度
分
や

追
納
さ
れ
た
保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で
な

く
、配
偶
者
や
ご
家
族
（
お
子
様
な
ど
）

の
負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保
険
料
を
支

払
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
保
険
料
も
合

わ
せ
て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
27
年
中
に
納
付
し
た
国

民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、
社
会
保
険

料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
年
末
調
整

や
確
定
申
告
を
行
う
と
き
に
領
収
証
書

な
ど
保
険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明

す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
27
年
1
月
1
日
か

ら
9
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
さ
れ
た
人
に
は
、
11
月
上

旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

が
送
ら
れ
ま
す
の
で
、
申
告
書
の
提
出

の
時
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書
ま
た
は
領

収
証
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
（
平
成

27
年
10
月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
、
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険

料
を
納
め
ら
れ
た
人
へ
は
翌
年
の
2
月

上
旬
に
送
ら
れ
ま
す
）。

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
東
年
金
事
務
所

☎
０
９
６（
３
６
７
）２
５
０
３

※
お
問
い
合
わ
せ
の
際
に
、
年
金
手
帳

な
ど
の
、
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も

の
を
お
手
元
に
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
電
話
番
号
の
お
か
け
間
違
い
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

税

問い合わせ
税務課
税務係
☎ 42-1113

年
金
問い合わせ
町民課
戸籍住民係
☎ 42-1113
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「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街
」

を
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
10
月
11
日

（
日
）～
20
日（
火
）ま
で
の
10
日
間
、「
全

国
地
域
安
全
運
動
」が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
犯
罪
の
な
い
安
全
な

社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、
防
犯
協
会

を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
、自
治
体
、

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
と
、
警

察
が
連
携
し
、
各
地
で
パ
ト
ロ
ー
ル
や

防
犯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
に
取
り
組
む

も
の
で
す
。

　

み
ん
な
の
力
で

「
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
街
づ
く

り
」
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

★
振
り
込
め
詐
欺
を
始
め
と
す
る

特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止
★

　

本
年
中
に
お
け
る
県
内
の
振
り
込
め

詐
欺
を
始
め
と
す
る
特
殊
詐
欺
の
被
害

は
、
発
生
件
数
・
被
害
額
と
も
に
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

オ
レ
オ
レ
詐
欺
や
架
空
請
求
な
ど
従

来
型
の
被
害
も
依
然
と
し
て
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
飛
行
機
を
使
っ
て
東
京
や
大

阪
に
被
害
者
を
出
向
か
せ
る
上
京（
阪
）

型
の
被
害
も
発
生
す
る
な
ど
そ
の
手
口

が
悪
質
巧
妙
化
し
て
い
ま
す
。

　

犯
罪
者
は
、
お
金
を
騙
し
取
る
た
め

に
次
々
と
新
し
い
手
口
を
考
え
て
い
ま

す
。
騙
さ
れ
な
い
た
め
に
は
日
ご
ろ
か
ら

対
策
を
考
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

山
の
事
故
に
注
意
！

　

実
り
豊
か
な
秋
と
な
り
紅
葉
狩
り
や

山
菜
採
り
な
ど
で
山
に
行
く
機
会
も
多

く
な
っ
て
く
る
事
と
思
い
ま
す
。
入
山

の
時
は
次
の
点
に
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

・
暑
く
な
く
て
も
水
分
は
持
っ
て
行
き

ま
し
ょ
う
。

・
家
族
に
行
き
先
を
伝
え
て
行
き
ま

し
ょ
う
。

・
突
然
の
天
候
変
化
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

・
蜂
や
蛇
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
携
帯
電
話
が
あ
れ
ば
持
っ
て
行
き
ま

し
ょ
う
。

・
怪
我
や
気
分
不
良
の
時
は
消
防
署
へ

通
報
し
ま
し
ょ
う
。

甲
種
防
火
管
理

　
　
　
　

新
規
講
習
の
ご
案
内

○
講
習
日

11
月
12
日（
木
）・
13
日（
金
）※
２
日
間

○
会
場

阿
蘇
広
域
消
防
本
部

　
　

２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

○
受
付

各
消
防
署
に
て

10
月
26
日（
月
）ま
で

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
・
祝
・
祭
日
の
閉
庁
日
は
除
く
）

　
○
受
講
料

３
４
０
０
円
（
図
書
代
）　

○
防
火
管
理
者
講
習
に
関
す
る

　

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部　

☎（
３
４
）０
１
１
９

北
部
分
署　

☎（
４
６
）４
４
１
１

＊
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
全
・
安
心
な
小
国
郷
＊

地

域

安

全

事件・
事故は
110 番
問い合わせ
小国警察署
☎ 46-2110

消

防

署

火災・
救急救助は
119 番
問い合わせ
北 部 分 署
☎ 46-4411

全国地域安全運動
2015.10.11-20

～安全で住みよい
　地域社会の実現を目指して～

○在宅時でも留守番
電話設定をする

○お金を用意する前
にもう一度、確認・
相談をする
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９
月
12
日
（
土
）
に
町
内
３

小
学
校
の
運
動
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
雨
の
心
配
も
な
く
、
す

が
す
が
し
い
秋
晴
れ
の
下
、
３

校
と
も
素
晴
ら
し
い
運
動
会
で

し
た
。
ス
ナ
ッ
ク
の
は
し
ご

は
、
数
回
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
私
に
と
っ
て
、
め
ず
ら

し
い
運
動
会
の
は
し
ご
の
経
験

を
し
た
楽
し
い
１
日
と
な
り
ま

し
た
。
ど
の
学
校
も
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
校
区
大
運
動
会
と
掲
げ
て

い
る
よ
う
に
、
校
区
あ
げ
て
の

素
晴
ら
し
い
運
動
会
で
し
た
。

　

私
が
、
回
っ
た
順
に
様
子
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

●
市
原
小
学
校

　
「
以
心
伝
心　

力
を
合
わ
せ

て　

い
ざ
勝
負
！
」

　

１
年
生
の
徒
走
に
感
心
し
ま

し
た
。
ア
ナ
ウ
ン
ス
か
ら
名
前

を
呼
ば
れ
る
と
手
を
あ
げ
返

事
を
し
て
走
り
始
め
ま
し
た
。

走
っ
た
後
、
写
真
の
よ
う
に
き

ち
ん
と
並
び
ま
し
た
。
５
班
に

分
か
れ
て
競
う
公
民
館
種
目
も

た
い
へ
ん
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

●
り
ん
ど
う
ヶ
丘
小
学
校

　
「
挑
め
!!
本
気
の
戦
い　

燃

え
上
が
れ
61
の
魂
!!
」

　

微
笑
ま
し
か
っ
た
の
は
プ
ロ

グ
ラ
ム
８
番
、
１
・
２
年
生
と

来
年
１
年
生
に
な
る
園
児
に
よ

る「
み
ん
な
で
で
き
る
も
ん
！
」

で
し
た
。
写
真
の
よ
う
に
、１
・

２
年
生
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
な

が
ら
エ
プ
ロ
ン
を
着
た
り
、
給

食
の
準
備
を
し
て
手
を
つ
な
い

で
ゴ
ー
ル
す
る
競
技
で
す
。

　

ま
た
、
１
周
２
０
０
メ
ー
ト

ル
取
れ
る
広
い
運
動
場
が
後
援

会
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
き
れ

い
に
整
備
さ
れ
て
い
る
の
に
感

心
し
ま
し
た
。

●
中
原
小
学
校

　
「
く
じ
け
ず
に　

仲
間
と
共

に　

そ
の
未さ

き来
へ
」

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
最
後
の
種
目
、

全
校
区
民
に
よ
る「
中
原
音
頭
」

に
歴
史
の
重
さ
と
継
続
す
る
こ

と
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
閉
会
式
で
校
歌
を
大
き

な
声
で
歌
う
30
人
の
姿
に
、
た

く
ま
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

あ
な
た
は
、
ど
ん
な
秋
に

　

黄
色
に
色
づ
い
た
稲
穂
に
、

あ
ざ
や
か
な
赤
色
の
彼
岸
花
に

秋
の
気
配
を
感
じ
る
季
節
と
な

り
ま
し
た
。（
広
報
誌
10
月
号

が
配
布
さ
れ
る
時
は
、
秋
の
深

ま
り
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
こ
と
で
し
ょ
う
が
・
・
・
）

秋
を
表
す
表
現
に
は
、
次
の
よ

う
な
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
読
書

の
秋
、
芸
術
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ

の
秋
食
欲
の
秋
、
恋
す
る
秋
。

　

私
は
、
久
し
ぶ
り
に
読
書
の

秋
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
私
が
読
ん
だ
本
の
中
に

あ
っ
た
「
子
ど
も
が
育
つ
魔
法

の
言
葉
」
を
紹
介
し
ま
す
。

○
自
分
に
優
し
く
な
れ
れ
ば
、

子
ど
も
に
も
優
し
く
な
れ
る
。

○「
だ
め
よ
」と
い
う
前
に「
こ

う
し
な
さ
い
ね
」
と
子
ど
も
に

教
え
て
く
だ
さ
い
。

○
子
ど
も
を
頭
ご
な
し
に
し
か

り
つ
け
る
こ
と
で
は
な
く
子
ど

も
に
教
え
、
導
く
こ
と
で
す
。

○
「
・
・
・
し
て
は
だ
め
だ
」

で
は
な
く
、「
・
・
・
し
て
ほ

し
い
」。
親
子
の
間
で
も
こ
ん

な
肯
定
的
な
言
い
方
が
大
切
で

す
ね
。

○
子
ど
も
を
ほ
め
る
。そ
れ
は
、

そ
の
子
を
認
め
、
励
ま
す
こ
と

で
す
。

○
親
の
心
が
言
葉
と
裏
腹
で
あ

る
と
、
子
ど
も
は
不
安
に
な
り

ま
す
。
親
の
本
当
の
気
持
ち
が

わ
か
ら
ず
、
ど
う
し
た
ら
い
い

か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う

の
で
す
。

    
ひ
ろ
げ
よ
う　

き
よ
ら
の
郷
に　

人
権
の
輪

  
人
権
教
育
啓
発
シ
リ
ー
ズ 

139

問い合わせ
南 小 国 町
人 権 教 育
推進協議会
☎42-0047

　
秋
晴
れ
の
下
、
校
区
あ
げ
て
の
運
動
会

学
校
教
育
・
人
権
教
育
指
導
員　
倉
岡　
巧た

く
み　

市原小１年かけっこ

りん小１・２年園児と

中原小中原音頭
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中
学
校
陸
上
大
会　
敢
闘
賞
受
賞

　

９
月
17
日
、第
68
回
阿
蘇
郡
市
中
学

校
陸
上
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

時
折
鳴
り
響
く
雷
の
影
響
で
、競
技

が
中
断
す
る
場
面
が
何
度
と
あ
り
、出

場
す
る
選
手
の
皆
さ
ん
は
、体
調
管
理

と
同
時
に
精
神
的
集
中
力
を
維
持
す
る

の
が
難
し
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。そ
の

よ
う
な
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
、佐
藤
映

斗
君
、佐
竹
竜
昌
君
を
は
じ
め
、選
手
一

人
一
人
が
自
己
の
記
録
に
挑
戦
す
る
気

持
ち
で
大
会
に
臨
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

　

実
質
、夏
休
み
か
ら
の
一
月
半
の
合

同
練
習
で
あ
り

ま
し
た
が
、最

後
ま
で
あ
き
ら

め
な
い
走
り
や

投
て
き
、跳
躍

が
見
ら
れ
ま
し

た
。

　

結
果
と
し

て
、見
事
敢
闘

賞
を
受
賞
す
る

こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

初
秋
の
郷
土
を
描
く　

写
生
大
会

　

９
月
24
日（
木
）、
夜
半
か
ら
の
雨
で
当

日
の
写
生
大
会
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

秋
晴
れ
の
天
気
の
下
で
、
生
徒
そ
れ
ぞ

れ
が
初
秋
の
「
ふ
る
さ
と
南
小
国
」
の

自
然
を
テ
ー
マ
に
、
思
い
思
い
の
場
所
で

画
用
紙
い
っ
ぱ
い
に
描
い
て
い
ま
し
た
。

　

出
来
上
が
っ
た
作
品
は
、
後
日
、
南

中
文
化
の
日
に
展
示
い
た
し
ま
す
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

小
国
高
校
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

９
月
５
日（
土
）、
６
日（
日
）「
忘
れ

ら
れ
な
い
青
春
の
１
ペ
ー
ジ
～
み
ん
な

の
夢
を
の
せ
て
～
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

小
国
高
校
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
あ
り
ま

し
た
。
初
日
は
、
体
育
館
に
て
小
論
文

コ
ン
ク
ー
ル
や
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
小
論
文
コ
ン
ク
ー
ル

で
は
、
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
１
年

生
の
松
﨑
麗り

苑お
ん

さ
ん
が
「
読
書
の
楽

し
さ
に
つ
い
て
」
２
年

生
の
多
田
洋ひ

ろ

毅き

さ
ん
が

「
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
の

情
報
の
信
頼
性
に
つ
い

て
」
３
年
生
の
大
塚
有ゆ

華か

さ
ん
が
「
大
学
進
学

の
志
望
動
機
に
つ
い
て
」
意
見
発
表
を

行
い
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
大
縄
跳

び
や
棒
引
き
、
ム
カ
デ
リ
レ
ー
な
ど
を

行
い
、
体
育
大
会
な
が
ら
に
汗
を
流
し

て
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
郷
土
芸
能
披
露
や
食
バ

ザ
ー
、
有
志
企
画
、
ド
レ
ス
シ
ョ
ー
や

吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
が
行
わ
れ
、
多

く
の
外
部
の
皆
さ
ん
に
来
て
い
た
だ
き

大
盛
況
で
し
た
。
今
年
度
、
ド
レ
ス

シ
ョ
ー
に
お
い
て
は
新
た
に
社
会
福
祉

協
議
会
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
企
画

を
行
い
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
も
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新　

任　

式

　

９
月
８
日（
火
）
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
新
任
式

が
あ
り
ま
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
バ
ー
ミ

ン
ガ
ム
出
身
の
テ
ィ
ム
先
生
が
、
新
し

く
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
し
て
小
国
高
校
に
赴
任
さ

れ
ま
し
た
。
テ
ィ
ム
先
生
は
、「
子
ど

も
た
ち
と
関
わ
り
、
彼
ら
が
世
界
を
よ

り
よ
く
知
り
、
国
際

的
な
職
業
に
つ
い
て

学
ぶ
手
助
け
が
し
た

い
」
と
抱
負
を
述
べ

ま
し
た
。

（
文
責
）
校
長
　
林
田
靖
也

南
中
か
ら
の
風

輝
き
と

潤
い
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小国公立病院ニュース
☎（４６）３１１１

〈漢方薬の飲み方〉
　漢方薬は、食前または
食間の空腹時に飲むのが
一般的。おなかが空っぽ
のときの方が、有効成分
の吸収がよく、食品との
相互作用の心配も少なく
なるためです。漢方薬の
原料となっている生薬の
なかには、ジュースやお
茶、牛乳などといっしょ
に飲むと、効きが悪くなっ
たり、反対に効きが強く
なったりするものもあり
ます。漢方薬は、なるべ
く白湯か水で飲むように
しましょう。また、生薬は
香りにも効能があります。
エキス剤や散剤の場合は、
お湯に溶かして、香りを
楽しみながら飲むのもお
すすめです。

つ
り
が
ね
草
雨
後
の
乏
し
き
花
か
ゝ
げ　

穴
井
梨
影
女

寺
の
鐘
鈍
く
聞
え
し
梅
雨
夕
べ　
　
　
　

河
津　

悦
子

夏
落
葉
浮
き
つ
沈
み
つ
城
の
濠　
　
　
　

河
津　

昭
子

青
苔
の
狛
犬
阿
吽
辺
津
の
宮　
　
　
　
　

河
津
せ
い
子

競
ふ
な
る
猪
達
と
栗
拾
い　
　
　
　
　
　

河
津　

靜
子

初
紅
葉
送
迎
バ
ス
の
窓
に
見
る　
　
　
　

川
西　

淳
子

刈
払
機
畦
草
刈
り
の
一
と
日
か
な　
　
　

北
里　

富
男

秋
灯
や
音
読
し
て
い
る
父
あ
り
ぬ　
　
　

北
里
千
寿
恵

一
本
の
木
立
の
中
の
ま
む
し
草　
　
　
　

北
里　

信
子

豆
飯
の
二
日
続
き
を
ぐ
ず
る
孫　
　
　
　

笹
原　

景
林

に
ぎ
や
か
に
過
ぎ
て
淋
し
や
盆
疲
れ　
　

佐
藤
テ
ル
子

腰
掛
け
て
見
入
る
朝
顔
そ
れ
ぞ
れ
に　
　

佐
渡　

節
子

夕
暮
れ
の
蜻
蛉
の
多
き
稲
田
か
な　
　
　

下
城　

た
ず

放
牛
の
群
れ
て
動
く
や
大
花
野　
　
　
　

杉
野　

正
依

鰯
雲
庭
に
広
ぐ
る
藁
む
し
ろ　
　
　
　
　

髙
村　

民
夫

風
少
し
促
え
て
ふ
る
へ
鳳
仙
花　
　
　
　

橋
本　

や
ち

穴
あ
け
て
三
粒
三
粒
の
大
根
蒔　
　
　
　

宮
﨑　

チ
ク

た
ゝ
み
込
む
ご
と
裏
返
す
藷
の
蔓　
　
　

安
武
く
に
子

遠
回
り
さ
せ
ら
れ
畑
道
曼
珠
沙
華　
　
　

本
田　

高
幹

「
院
内
集
談
会
」を
紹
介
し
ま
す

小
国
公
立
病
院　

副
院
長　

山
田　

治
行

　

昨
年
10
月
25
日（
土
）に
「
地
域

医
療
学
会
」
を
主
催
す
る
機
会
が

あ
り
ま
し
た
。
小
国
公
立
病
院
は
、

こ
う
い
っ
た
学
術
集
会
を
主
催
で

き
る
よ
う
な
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
あ
る

施
設
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

決
ま
っ
た
か
ら
に
は
主
催
施
設
と

し
て
恥
ず
か
し
く
な
い
発
表
も
し

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

考
え
た
の
が「
院
内
集
談
会
」で
す
。

施
設
内
で
、
職
員
が
研
究
発
表
で

き
る
場
を
提
供
し
、
研
究
活
動
を

身
近
な
も
の
と
し
て
感
じ
ら
れ
る

雰
囲
気
作
り
と
、
発
表
者
の
推
薦
・

サ
ポ
ー
ト
を
始
め
ま
し
た
。

　

ご
存
知
の
通
り
、
病
院
・
老
健

施
設
で
の
仕
事
は
患
者
さ
ん
や
入

所
者
の
診
療
・
介
護
で
あ
り
、
本

来
の
業
務
で
な
い
研
究
活
動
に
報

酬
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
も
、
研
究
活
動
は
業
務
時

間
外
と
な
る
た
め
、
局
員
の
負
担

は
倍
増
し
ま
す
。
で
は
な
ぜ
、
そ

こ
ま
で
し
て
研
究
活
動
が
必
要
な

の
で
し
ょ
う
か
。
職
種
を
問
わ
ず
、

研
究
活
動
が
盛
ん
な
職
場
に
は
活

気
が
あ
り
ま
す
。
活
気
の
あ
る
職

場
に
は
人
が
集
ま
り
ま
す
。
人
が

集
ま
る
職
場
は
さ
ら
に
活
気
づ
き

好
循
環
が
生
ま
れ
ま
す
。
研
究
活

動
の
活
性
化
は
、
組
織
・
職
場
が

成
功
す
る
た
め
の
一
つ
の
要
素
と
し

て
重
要
な
の
で
す
。
本
番
約
１
年

前
か
ら
始
め
た
「
院
内
集
談
会
」

で
す
が
、
お
陰
様
で
看
護
部
か
ら

３
つ
の
興
味
深
い
研
究
が
発
表
さ

れ
、
参
加
者
や
審
査
員
の
評
価
も

上
々
で
し
た
。

　

今
後
、
我
々
の
施
設
に
お
い
て

も
研
究
活
動
を
維
持
・
活
性
化
さ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う

な
好
循
環
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

〈
泌
尿
器
科
の
外
来
診
療
日
変

更
の
お
知
ら
せ
〉

10
月
よ
り

・
火
曜
日　

午
前
中

→
木
曜
日　

午
前
中

※
泌
尿
器
科
外
来
は
、
予
約
制

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
事
前

の
予
約
を
小
国
公
立
病
院
泌

尿
器
科
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。
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〈
市
原
小
学
校
・
校
区
公
民
館
運
動
会
〉

	
～
以
心
伝
心　

力
を
合
わ
せ
て　

い
ざ
勝
負
！
～

〈
り
ん
ど
う
ヶ
丘
小
学
校
区
大
運
動
会
〉

	

～
挑
め
！
本
気
の
戦
い　

燃
え
上
が
れ
61
の
魂
！
～

町内３校区運動会

紅団応援団演技

ボール当て

うまく食べられるかな？

三代目　Rindogaoka Brothers ！

気合の入った応援

優
勝
し
た
紅
団
団
長

ゴールまであきらめない！

子どもには負けられない！
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〈
中
原
校
区
大
運
動
会
〉

	

～
く
じ
け
ず
に　

仲
間
と
共
に　

そ
の
未さ

来き

へ
～

町内３校区運動会

ゴールまであきらめない！白団応援団演技

紅白団長による誓いの言葉

中学生リレー

小学生と園児の玉入れ

笑顔でダンス♪～

元
気

100
倍
！
ア
ン
パ
ン
マ
ン
！

大きなピラミッドの完成に
会場から自然と拍手が

子どもには負けられない！
班対抗ボール入れ
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９
月
20
日（
日
）、
吉
原
神
社
の

大
祭
が
開
催
さ
れ
、
吉
原
岩
戸
神

楽
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
抽
選
会

や
多
く
の
演
目
に
見
入
る
地
元
の

皆
さ
ん
や
観
光
客
の
姿
が
あ
り
、

演
目
に
よ
っ
て
は
静
寂
に
包
ま
れ

た
り
、
笑
い
声
が
飛
び
交
っ
て
い

た
り
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
３
日（
土
）の
黒
川

温
泉
感
謝
祭
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
で
公
演
を
さ
れ
る
ほ
か
、

10
月
19
日（
月
）に
は
イ
タ
リ
ア
の

ミ
ラ
ノ
万
博
で
も
記
念
公
演
を
行

わ
れ
る
そ
う
で
、
例
大
祭
奉
納
後

も
日
々
練
習
に
励
ん
で
お
ら
れ
る

そ
う
で
す
。
今
後
の
活
躍
も
ぜ
ひ

応
援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

９
月
５
日（
土
）山
村
広
場
で
南
小
国
町
消

防
団
通
常
点
検
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

団
長
以
下
１
９
４
名
の
団
員
が
出
席
し
、

分
団
ご
と
の
通
常
点
検
や
標
的
落
と
し
競
技

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

標
的
落
と
し
競
技
で
は
、
各
部
で
練
習
し

て
き
た
成
果
を
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

〈
結
果
〉

●
ポ
ン
プ
車
の
部　
　

　

１
位　

第
３
分
団
２
部
（
満
願
寺
）

●
小
型
ポ
ン
プ
の
部　

　

１
位　

第
３
分
団
４
部
（
星
和
）

　

２
位　

第
２
分
団
２
部
（
上
中
原
）

　

３
位　

第
３
分
団
10
部
（
波
居
原
）

吉原神社例大祭

消防団通常点検

この日の最終演目「八雲払」

楽の笛奏者

「八雲払」での舞

競技の様子

凜とした出で立ちの舞手

幼き後継者 舞手のダイナミックな退場シーン

演目「柴
しばひき

曳」中
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９
月
18
日（
金
）に
、
秋
の

豊
作
に
感
謝
す
る
熊
野
座
神

社
の
大
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
上
中
原
地
区
の
住
民
に

よ
る
「
中
原
楽
」
の
奉
納
や
、

地
区
対
抗
の
縄
な
い
大
会
、

子
ど
も
相
撲
な
ど
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　

上
中
原
公
民
館
を
出
発
し

た
一
行
は
、
楽
長
の
毛
利
美

勝
さ
ん（
米
山
上
）を
先
頭

に
、
道
楽
と
呼
ば
れ
る
楽
を

披
露
し
な
が
ら
稲
穂
が
実
る

道
を
練
り
歩
き
、
熊
野
座
神

社
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

９
月
22
日（
火
）に
、
押
戸
石
の
丘
で
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
押
戸
石
の
丘
３
周
年
と
世
界
ジ

オ
パ
ー
ク
認
定
１
周
年
記
念
祭
が
行
わ
れ
、

会
場
に
は
約
６
０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
県
内
外
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
音
楽
イ
ベ
ン

ト
や
コ
ス
プ
レ
シ
ョ
ー
の
他
、

押
戸
石
の
丘
を
前
に
永
遠
の
愛

を
誓
い
合
う
「
挙
式
」
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

理
事
長
の
下
城
孔
志
郎
さ
ん

（
椚
ノ
本
）
は
「
町
内
の
西
の

玄
関
口
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
押
戸
石
を

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
は
な
し
て
い

ま
し
た
。

熊野座神社大祭

NPO法人押戸石の丘３周年
世界ジオパーク認定１周年記念

押戸石で挙式をあげた２組の夫婦 まんが「ONE PIECE」のコスプレショー

子ども相撲

熊野座神社での楽

上中原公民館から
熊野座神社までの道楽

地元のバンドグループ
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生
後
91
日
以
上
の
全
て
の
飼

い
犬
に
つ
い
て
は
、
法
律
に
よ

り
生
涯
１
回
の
登
録
と
年
１
回

の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

下
記
の
と
お
り
集
団
注
射
及

び
登
録
受
付
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
ご
都
合
の
良
い
会
場
に
て

注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

犬
の
健
康
に
不
安
が
あ
る
場

合
は
、
か
か
り
つ
け
の
動
物
病

院
に
て
獣
医
師
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
も
し
く
は
、
注
射
日
当

日
に
会
場
の
獣
医
師
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

　

春
の
予
防
接
種
を
受
け
て
い

な
い
犬
で
、
町
に
登
録
の
あ
る

犬
の
飼
い
主
に
は
、
お
知
ら
せ

を
送
付
し
て
い
ま
す
。
同
封
の

申
請
書
と
注
射
料
金
を
会
場
へ

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
届
け
出
が
必
要
な
場
合

・
登
録
済
み
の
犬
が
死
亡
し
た

・
犬
の
所
在
地
や
飼
い
主
が
変

わ
っ
た

・
か
か
り
つ
け
の
動
物
病
院
で

注
射
を
受
け
た
（
獣
医
師
発
行

の
証
明
書
を
ご
持
参
下
さ
い
）

■
期
日

■
料
金

■
問
い
合
わ
せ

町
民
課　

保
健
衛
生
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

第
４
回
動
物
愛
護
ま
つ
り
の

開
催
に
つ
い
て

　

動
物
愛
護
週
間
に
伴
う
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
「
第
４
回
阿
蘇
動

物
愛
護
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
長
寿
動
物
の
表
彰
や
犬

の
し
つ
け
教
室
、
犬
や
猫
の
里

親
探
し
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
の
で
、
興
味
の
あ
る
人
は
是

非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

11
月
８
日（
日
）

　

正
午
～
午
後
３
時

■
場
所

　

東
海
大
学
阿
蘇
キ
ャ
ン
パ
ス

■
注
意
点

　

狂
犬
病
予
防
接
種
未
接
種
の

犬
は
入
場
出
来
ま
せ
ん
。

■
長
寿
動
物
の
表
彰
に
つ
い
て

　

長
寿
動
物
の
表
彰
は
事
前
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。
申
込
用

紙
を
南
小
国
町
役
場
町
民
課
に

て
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

10
月
23
日（
金
）ま
で
に
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
左
記
に

要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
申
込
要
件
〉

・
15
歳
以
上
の
犬
お
よ
び
猫

・
役
場
登
録
の
あ
る
犬

・
予
防
注
射
が
済
ん
で
い
る
犬

お
よ
び
猫

■
お
問
い
合
わ
せ

町
民
課　

保
健
衛
生
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

献
血
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

　

血
液
は
人
工
的
に
製
造
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
う
え
に
長
時

間
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
病
気
や
け
が
で
血
液
を
必

要
と
し
て
い
る
人
に
安
定
的
に

血
液
を
届
け
る
た
め
に
は
、
多

く
の
人
の
血
液
が
必
要
で
す
。

　

献
血
は
、
皆
さ
ん
一
人
一
人

の
ご
理
解
と
自
発
的
な
ご
協
力

に
よ
り
成
り
立
つ
大
切
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
す
。
安
全
な
血
液

を
必
要
な
時
に
、
い
つ
で
も
使

え
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
皆

さ
ん
の
温
か
い
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
日
時　

10
月
29
日
（
木
）

・
午
前
10
時
～
正
午

・
午
後
１
時
15
分
～

　

午
後
３
時
30
分

※
４
０
０
㎖
献
血
の
受
付
と
な

り
ま
す
。

※
献
血
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
人

は
、
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
赤
十
字
血

液
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６（
３
８
４
）６
７
２
５

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
行
い
ま
す

日　時 時　間 場　所

１０月２０日（火）

13:00 ～ 13:25 満願寺公営駐車場

13:45 ～ 14:10 黒川第３駐車場

14:25 ～ 14:50 波居原公民館

15:10 ～ 15:35 元気プラザ中原

15:45 ～ 16:15 自然休養村管理センター

未登録の犬 登録済の犬

登録手数料 ３，０００円 ―

注射料金 ２，５７０円 ２，５７０円

注射済票交付手数料 ５００円 ５００円

合計 ６，０７０円 ３，０７０円
お釣りのいらないようご協力をお願いします
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熊
本
県
立
小
国
支
援
学
校

第
13
回
す
ぎ
の
こ
ま
つ
り

　
「
第
13
回
す
ぎ
の
こ
ま
つ
り
」

を
開
催
し
ま
す
。
児
童
生
徒
た

ち
は
こ
の
日
に
向
け
て
一
生
懸

命
ス
テ
ー
ジ
発
表
の
準
備
を
頑

張
っ
て
き
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
児

童
生
徒
た
ち
の
勇
姿
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

11
時
30
分
か
ら
は
「
す
ぎ
の

こ
マ
ル
シ
ェ
」も
開
催
し
ま
す
。

カ
レ
ー
・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
・
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
な
ど
多
数
用
意

し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

10
月
24
日（
土
）

午
前
９
時
30
分
か
ら

（
マ
ル
シ
ェ
は
11
時
10
分
か
ら
）

■
場
所　

小
国
支
援
学
校
内

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
立
小
国
支
援
学
校　

☎（
４
６
）４
３
７
０

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

　

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
や
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
の
事
案

は
、
依
然
と
し
て
数
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
女
性

を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
の

解
決
を
図
る
た
め
の
人
権
相
談

活
動
を
強
化
す
る
た
め
、
全
国

一
斉「
女
性
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間
を
実
施
し
ま
す
。

■
実
施
期
間

11
月
16
日（
月
）～
22
日（
日
）

■
受
付
時
間

①
11
月
16
日（
月
）～
20
日（
金
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

②
11
月
21
日（
土
）～
22
日（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
５
時

■
実
施
方
法

・
電
話
相
談
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」専
用
電
話
番
号

☎
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
９
６（
３
６
４
）２
１
４
５

※
相
談
内
容
に
つ
い
て
の
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

平
成
27
年
度　

　
県
民
介
護
講
座
の
案
内

　

熊
本
県
介
護
実
習
・
普
及
セ

ン
タ
ー
で
は
、
一
般
県
民
の
人

を
対
象
に
年
間
を
通
し
て
実
施

し
て
い
る
介
護
講
座
の
受
講
生

を
募
集
し
ま
す
。

　

講
座
内
容
や
申
込
書
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。

■
募
集
期
間

各
講
座
２
週
間
前
ま
で

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン

タ
ー

☎
０
９
６（
３
５
４
）３
０
９
１

熊
本
県
介
護
実
習･

普
及
セ
ン
タ
ー

検
索

小
国
郷
精
神
障
害
者
家
族
会

「
の
ぞ
み
会
」
講
演
会
の
ご
案
内

　

服
用
す
る
薬
の
種
類
や
量
・

時
間
の
管
理
で
お
悩
み
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
正
し
い
薬
の
服

用
は
、
症
状
の
維
持
・
改
善
の

た
め
に
も
必
須
で
す
。し
か
し
、

日
々
継
続
し
て
薬
を
正
し
く
服

用
す
る
と
い
う
こ
と
は
大
変
難

し
い
こ
と
で
す
。

　

今
回
の
講
演
会
で
は
、
薬
と

の
上
手
な
関
わ
り
方
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
、
薬
剤
師
の
方
を
お

招
き
し
、
少
し
で
も
皆
さ
ん
の

不
安
や
悩
み
の
軽
減
が
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。
ご
自
由

に
ご
参
加
ご
聴
講
く
だ
さ
い
。

■
日
時

10
月
20
日（
火
）

午
後
２
時
～
午
後
３
時
30
分

■
場
所

南
小
国
町
役
場　

大
会
議
室

（
き
よ
ら
ホ
ー
ル
）

■
問
い
合
わ
せ

・
小
国
郷
精
神
障
害
者
家
族
会

の
ぞ
み
会　

会
長　

平　

武
徳

☎（
４
４
）０
０
２
３

福
祉
課

☎（
４
２
）１
１
１
３

行
政
相
談
委
員
無
料
相
談
会

　

10
月
19
日（
月
）か
ら
25
日

（
日
）ま
で
、「
行
政
相
談
週
間
」

が
全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受

け
た
行
政
相
談
委
員
が
、
行
政

（
国
・
県
・
町
な
ど
）
に
関
す
る

意
見
や
要
望
、
苦
情
、
行
政
の

仕
組
み
や
手
続
き
に
関
す
る
相

談
な
ど
を
受
け
、
そ
の
解
決
の

た
め
の
助
言
や
関
係
機
関
に
対

す
る
通
知
な
ど
を
行
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
日
時　

10
月
15
日（
木
）

午
前
10
時
～
正
午

■
場
所　

り
ん
ど
う
荘

■
対
応
者

行
政
相
談
委
員　

穴
井
公
明

■
問
い
合
わ
せ

総
務
省
熊
本
行
政
評
価
事
務
所

☎
０
９
６（
３
２
４
）１
６
６
２

農
林
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

○
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
等
補
助

金
の
お
知
ら
せ

　

森
林
の
健
全
な
育
成
を
図

り
、
森
林
資
源
を
有
効
活
用
す

る
た
め
に
「
木
質
ペ
レ
ッ
ト
ス

ト
ー
ブ
ま
た
は
薪
ス
ト
ー
ブ
」

を
購
入
す
る
人
に
対
し
、
購
入

費
用
の
３
分
の
１
以
内
、
15
万

円
を
限
度
と
し
補
助
を
行
い
ま

す
。

○
林
業
機
械
導
入
事
業
補
助
金

の
お
知
ら
せ

　

林
業
を
担
う
人
材
の
確
保
、

育
成
を
目
的
と
し
、
林
業
機
械

（
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
）を
購
入
し
た

場
合
に
、
購
入
費
用
の
３
分
の

１
以
内
、
５
万
円
を
限
度
と
し

補
助
を
行
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

役
場　

農
林
課　
　

☎（
４
２
）１
１
１
４
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役
場
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

コ
ー
ナ
ー
が
で
き
ま
し
た
！

　

９
月
に
、
役
場
総
務
課
前
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
し
ま
し
た
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
コ
ー
ナ
ー
に

あ
る
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

は
、
自
由
に
持
ち
帰
り
が
で
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

京
都
大
学
火
山
研
究
セ
ン

タ
ー
施
設
を
公
開
し
ま
す

　

施
設
公
開
で
は
、
ポ
ス
タ
ー

展
示
、
ス
タ
ッ
フ
の
解
説
、
大
型

地
震
計
な
ど
の
観
測
機
器
の
展

示
お
よ
び
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
、
子
供
向
け
実
験
や
体
験
コ
ー

ナ
ー
の
設
置
な
ど
を
行
い
ま
す
。

参
加
費
は
無
料
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、

10
人
以
上
で
の
ご
来
場
の
場
合

は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
７
日（
土
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
所
・
問
い
合
わ
せ

京
都
大
学
火
山
研
究
セ
ン
タ
ー

南
阿
蘇
村
河
陽
５
２
８
０

☎（
６
７
）０
０
２
２

南
小
国
町
へ
の
「
ふ
る
さ
と

寄
附
金
」
ご
寄
附
の
お
礼

斉
藤　

浩
史  

様  

東
京
都
世
田
谷
区

福
井　

秀
信  
様  

大
阪
府
茨
木
市

赤
松
外
之
彦  
様  
徳
島
県
松
茂
町

坂
田　

能
彦  

様  
熊
本
県
熊
本
市

岡
田　

誠
司  

様  

埼
玉
県
三
郷
市

ロ
ー
ゼ
ン　

ア
ダ
ム

賢  

様  

大
阪
府
大
阪
市

小
林　

理
佳  

様  

東
京
都
新
宿
区

井
上　
　

幸  

様  

東
京
都
世
田
谷
区

林　
　

真
二  

様  

大
阪
府
大
阪
市

別
府　
　

穣  

様  

大
阪
府
大
阪
市

藤
原
真
智
子  

様  

東
京
都
足
立
区

植
田　

薫
次  

様  

大
阪
府
泉
佐
野
市

奥
原　

眞
樹  

様  

東
京
都
練
馬
区

安
月　

重
人  

様  

神
奈
川
県
横
浜
市

浅
沼　

雄
之  

様  

神
奈
川
県
横
浜
市

四
條　

隆
直  

様  

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

山
崎　
　

薫  

様  

東
京
都
世
田
谷
区

堀
内　
　

望  

様  

京
都
府
京
都
市

上
田　

遼
平  

様  

神
奈
川
県
横
浜
市

松
見　

靖
雄  

様  

京
都
府
京
都
市

河
口　
　

功  

様  

兵
庫
県
明
石
市

寸
田　

一
雄  

様  

岐
阜
県
大
垣
市

藤
枝
差
代
子  

様  

熊
本
県
熊
本
市

藤
原　

直
美  

様  

東
京
都
小
平
市

井　

健
太
郎  

様  

熊
本
県
熊
本
市

村
瀬　

守
彦  

様  

愛
知
県
岡
崎
市

永
野　

正
美  

様  

福
岡
県
大
刀
洗
町

渡
邊　

英
樹  

様  

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

堀　
　

恵
子  

様  

愛
知
県
名
古
屋
市

長
門　
　

直  

様  

佐
賀
県
佐
賀
市

東　
　

博
暢  

様  

東
京
都
中
野
区

中
村　

嘉
成  

様  

宮
城
県
富
谷
町

岡
村　

孝
子  

様  

大
阪
府
門
真
市

山
中　
　

優  

様  

千
葉
県
浦
安
市

住
吉　

壮
介  

様  

大
阪
府
大
阪
市

趙　
　

怡
華  

様  

東
京
都
板
橋
区

中
田　

雅
己  

様  

広
島
県
呉
市

坂
本　

正
雄  

様  

兵
庫
県
姫
路
市

太
田
由
紀
子  

様  

愛
知
県
岡
崎
市

杉
山　

貴
生  

様  

岐
阜
県
笠
松
町

辰
元　

宗
人  

様  

栃
木
県
宇
都
宮
市

内
田　

悟
史  

様  

東
京
都
大
田
区

松
島　

悠
友  

様  

福
岡
県
北
九
州
市

澤
井　

克
彦  

様  

大
阪
府
吹
田
市

坂
本　

英
二  

様  

東
京
都
杉
並
区

増
島　
　

建  

様  

京
都
府
京
都
市

小
西　

英
則  

様  

北
海
道
札
幌
市

諏
訪
部
典
久  

様  

兵
庫
県
神
戸
市

湯
川　

康
治  

様  

奈
良
県
高
取
町

千
葉　

洋
子  

様  

熊
本
県
熊
本
市

原
田　

知
和  

様  

東
京
都
目
黒
区

浦
田　

未
光  

様  

熊
本
県
熊
本
市

浜
口　

幸
吉  

様  

長
崎
県
長
与
町

　
南
小
国
町
の
た
め
に
応
援
、

ま
た
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ

と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、
南

小
国
町
の
人
づ
く
り
・
地
域
づ

く
り
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

社
協
へ
の
ご
寄
附
の
お
礼

　

故
人
の
香
典
返
し
と
し
て
、多

額
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
故
人
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

鑓
水　
　

清　

様　

志
賀
瀬

佐
藤　

満
男　

様　

椚
ノ
本

藤
山　

集
一　

様　

古　

賀

加
賀　

潤
二　

様　

合
志
市

石
田　

雅
子　

様　

熊
本
市

太
田　

賢
治　

様　

陣　

内

佐
藤
イ
ツ
ヨ　

様　

扇　

下

　

ま
た
、
一
般
寄
附
と
し
て
、

次
の
方
々
よ
り
多
額
の
ご
寄
附

を
賜
り
ま
し
た
。

馬
場
優
志
会　
様　

馬　

場

昭
和
43
年
度
　
南
小
国
中
学
校
卒

同
級
生
会　

様　

馬　

場

　
皆
さ
ま
の
お
志
に
添
い
ま
す

よ
う
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

南
小
国
町
社
会
福
祉
協
議
会

因
縁
の
好
敵
手
！

ろ
う
じ
ん
か
い

ろ
う
じ
ん
か
い

み

き

私
に
本
気
な
ん
て

　
お
笑
い
ね

私
に
本
気
な
ん
て

　
お
笑
い
ね

あ
な
た
の
時
代
は

　
終
わ
っ
て
い
ま
す
ぞ

あ
な
た
の
時
代
は

　
終
わ
っ
て
い
ま
す
ぞ

こ
っち
こ
っち
！

こ
っち
こ
っち
！

き
ょ
う
は
老
人
会
の

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を

見
に
来
た
ん
ラ
ヨ
!!

き
ょ
う
は
老
人
会
の

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を

見
に
来
た
ん
ラ
ヨ
!!

ふ
た
り
と
も
参
加

す
る
ん
ラ
ヨ

ね
。

応
援
す
る
ラ
ヨ

。

ふ
た
り
と
も
参
加

す
る
ん
ラ
ヨ

ね
。

応
援
す
る
ラ
ヨ

。

「
ド
ッ
ジ
ビ
ー
の
龍
」

が
相
手
よ

「
ド
ッ
ジ
ビ
ー
の
龍
」

が
相
手
よ

い
ざ
！

今
年
こ
そ

決
着

を
!!

い
ざ
！

今
年
こ
そ

決
着

を
!!

ふ
た
り
と
も

血
気
盛
ん
ラ
ヨ

ね

ふ
た
り
と
も

血
気
盛
ん
ラ
ヨ

ね

あ
ら
嬉
し
い

や
る
気
が

出
る
わ
ね

あ
ら
嬉
し
い

や
る
気
が

出
る
わ
ね

さ
ん
か

お
う
え
ん

う
れき

でわ
た
し

だ

ほ
ん
き

あ
い
て

り
ゅ
う

こ
と
し

け
っ
ち
ゃ
く

け
っ
き

さ
か

よ

お
と
こ

わ
た
し

じ
ん

と

と
ら

私
も
本
気
を

出
し
ま
す
ぞ
!!

私
も「
陣
盗
り
の
虎
」

と
呼
ば
れ
た
男
で
す
ぞ
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10/
10土

老人クラブ連合会「健康・ふれあいスポーツ大会」
　　　　　　　　　　9：00～　市原小学校体育館
熊本県人権子ども集会　10：00～　パークドーム

11 日

12 月 体育の日

13 火 子育て広場スマイル　10：00～12：00
　　　　　骨盤体操　持参品：バスタオル・飲み物 

14 水
高齢者ミニデイサービス　13：30～　瓜上公民館
きよら元気クラブ　9：30～11：30
　　　　　　　　　　　　　　満願寺温泉館

15 木
心配ごと相談・行政相談　10：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　りんどう荘
３歳児健診　13：00～13：15　受付　開発センター

16 金 きよら祭り　10：00～　市原小学校グラウンド
　　　　　　　　　※雨天時　市原小学校体育館

17 土 熊本県人権教育研究大会（～18日）　13：00～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　阿蘇郡市

18 日

19 月

20 火 狂犬病予防接種　13：00～16：15
　※日程は 14 ページをご覧ください。

21 水

22 木
きよら元気クラブ   9：30～11：30　元気プラザ中原
　　　　　　　　 13：30～15：30　管理センター
認知症カフェ「ひとよこい」 13：00～15：00
　　　　　　　　　　　小国調剤薬局横旧院長宅

23 金
高齢者健康づくり教室　14：00～16：:00
　　　　　　　　　　　　　　　　　湯夢プラザ
さくら荘　ミニデイサービス　13：30～

24 土 第14回　阿蘇やまびこふれあいフェスタ　9：15～
　　　　　　　阿蘇市立阿蘇体育館（阿蘇市内牧）

25 日

26 月

27 火 子育て広場き☆ら☆ら　10：30～　りんどう荘
 （育児相談・身体測定・きららカフェ）  参加費100円

28 水

29 木 献血　10：00～12：00　13：15～15：30
　　　　　　　　　　　　　　管理センター

30 金

31 土

11/
1日

2 月
高齢者ミニデイサービス　9：30～　湯夢プラザ
町県民税　第３期納期限
国民健康保険税　第５期納期限

3 火
文化の日

第28回みなみおぐに文化祭   8：30～  市原小体育館
無料法律相談　※要申込　10：00～12：00
　　　　　　　りんどう荘　　申込先：りんどう荘

4 水

5 木

6 金
出張年金相談※要予約
　　　　　　10：00～15：00　小国町開発センター
　申込先：熊本東年金事務所　☎096-367-2503

7 土

8 日 動物愛護祭　12：00～15：00
　　　　　　　　　　　東海大学阿蘇キャンパス

★
休
日
・
夜
間
の
救
急
医
療
は
、
小
国
公
立
病
院
☎（
４
６
）３
１
１
１
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

★
子
育
て
広
場
き
☆
ら
☆
ら
平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分　

給
食
サ
ー
ビ
ス
…
毎
週
木
曜
日　

問
い
合
わ
せ
…
り
ん
ど
う
荘
☎（
４
２
）１
５
０
１

★
人
権
擁
護
委
員
へ
の
人
権
相
談
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
り
ん
ど
う
荘
☎（
４
２
）１
５
０
１
で
予
約
受
付
し
て
い
ま
す
。

町民カレンダー 10月・11月平成27年

戸
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の
窓
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じ
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ま
し
て
赤
ち
ゃ
ん

9
／
1
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髙
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円つ
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ら

く
ん

　
（
父
）徹
哉･

（
母
）み
ち
る　

高
　
花

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

8
／
23
　
藤
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シ
オ（
91
）古
　
賀

8
／
25
　
鑓
水　
文
夫（
91
）志
賀
瀬

8
／
28
　
佐
藤　
ス
マ（
89
）椚
ノ
本

8
／
30
　
橋
本
ア
サ
子（
89
）赤
馬
場

9
／
1
　
太
田　
長
義（
97
）陣　

内

9
／
4
　
佐
藤　
政
廣（
85
）扇　

下

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
た
人
の
み
掲
載

（
敬
称
略
）

町の人口
（8月31日現在）

　男　　1,997人
（－８）

　女　　2,265人
（－23）

　計　　4,262人
（－31）

世帯数　1,758世
帯

（－13）
※（ ）は前月比
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おいしい給食は、保護者の皆さんからの給食費で作られています。

作り方
①玉ねぎとにんじんは粗みじん切りにする。ホールトマトは荒くつぶしておく。水煮の大豆とひよこ豆は水気を
切っておく。枝豆はゆでておく。
②フライパンに油を熱し、鶏ひき肉、牛ひき肉、おろししょうが、おろしにんにくを入れ炒める。肉の色が変わっ
たら玉ねぎと人参を入れたまねぎが透き通るまで炒める。この時点で水気が全くないようなら少し水を加え、
ホールトマト、レーズンを入れてにんじんがやわらかくなるまで煮る。
③野菜に火が通ったら、大豆、ひよこ豆、Ａの調味料を加え汁気が少なくなくなるまで煮詰める。火を止める前
に枝豆を加え、全体に混ぜ合わせたら出来上がり。

◎学校給食メニュー
　豆のキーマカレー
◎学校給食メニュー
　豆のキーマカレーおうち　　　給食おうち　　　給食

作って食べよう★作って食べよう★

材料（４人分）
鶏ひき肉
牛ひき肉
水煮大豆
水煮ひよこ豆
玉ねぎ
にんじん
ホールトマト（缶詰）
レーズン
枝豆（むきみ）
おろしにんにく
おろししょうが
サラダ油
　　ウスターソース
　　ケチャップ
　　カレー粉
　　コンソメ
　　こいくちしょうゆ
　　赤ワイン
　　塩

　
50g
50g
20g
30g

120g（小1個）
40g（中1/3本）

70g
7g
20g
3.3g
3.3g

小さじ1/2
大さじ1・1/3
小さじ1・1/2
小さじ2・1/2
小さじ2/3
小さじ1/2

小さじ1・1/2
小さじ1/5

A
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阿
蘇
地
域
で
は
、
昨
年
に
続
き

各
市
町
村
で
海
外
の
芸
術
家
を
受

け
入
れ
、
作
品
制
作
を
通
し
て
阿

蘇
を
世
界
に
Ｐ
Ｒ
す
る
と
い
う
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人

の
「
パ
ヴ
ェ
ル
・
ヤ
シ
ェ
ヴ
ィ
ッ

チ
」
と
い
う
男
性
が
10
月
末
ま

で
滞
在
し
て
お
り
、
小
国
杉
を

使
っ
た
家
具
作
品
を
制
作
中
で

す
。
10
月
16
日
の
き
よ
ら
祭
り

で
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
遊

び
に
き
て
く
だ
さ
い
。

　

９
月
12
日
（
土
）
小
国
郷
両
町

商
工
会
に
よ
る
広
域
連
携
事
業
講

演
会
が
開
か
れ
、
タ
レ
ン
ト
の
英

太
郎
さ
ん
に
よ
る「
地
球
」を
テ
ー

マ
に
し
た
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

取
材
な
ど
で
、
県
内
の
全
域

を
訪
れ
て
感
じ
た
地
域
の
活
性

や
衰
退
、
出
会
っ
た
お
も
し
ろ

い
高
齢
者
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど

を
紹
介
し
な
が
ら
、「
高
齢
化
す

る
地
域
の
活
性
化
で
は
、
若
い

人
に
頼
ら
な
い
地
域
づ
く
り
も

必
要
に
な
る
の
で
は
」
な
ど
と

語
っ
て
い
ま
し
た
。

海外アーティスト招へい事業 in阿蘇小国郷両商工会の広域連携事業「英太郎講演会」

講演するタレント「英太郎さん」
穴井製材所で小国杉について

説明を受けるパヴェルさん（右）


